
卒業研究
B7R11092 鈴木綾乃



テキストマイニング

•対象：潜在保育士

•回答数：85名

•コメント数：24名（少ない…？）



引用：保育士の働くに関する意識調査

https://8eight8.jp/wp-content/uploads/08eabc8af37ed6a41c1f5f4ea0dc6841.pdf




単語出現頻度
＼単語の重要度 ／



単語出現頻度



単語出現頻度



共起キーワード

共起
一文の中に単語のセットが同時に
出現すること



階層的クラスタリング



85×0.51=43.35
85×0.652=55.42

85×0.33=28.05
85×0.116=9.86

85×15=12.75
85×0.232=19.72



結果と考察

•恐れを感じている人が多い

• 30代で2～6歳の子供を持っている女性が多い

•人間関係がこじれやすいという特徴

•給与と業務内容が見合っているかどうか

•働きたくても働けない



結果と考察

•資格を活用できず悔やんでいる人もいる

（経験不足、子育てとの両立への不安）

•家族を犠牲にしてまで働きたくない

•「ベビーシッターのような枠があれば…」



•母親になって気になっていることなのですが、「子どもを預け
て働く方が楽で良いよ！」と言う人たちが意外と多くて、その
人たちのために自分が保育士として働くことは嫌だなと思って
しまいます。母親・女性が輝く世の中を！と、近年よく言わ
れますが、母親・女性が輝いていても、次世代を担う子どもた
ちが輝けない世の中で良いのかな？と、個人的には疑問を持っ
ています。社会に出て働くことも社会貢献として大切 な仕事
ですが、子どもを産み育てることも非常に尊い仕事であり、偉
業であるということを自覚することも大切なのではないでしょ
うか？ (30代,女性,豊田市,0-1歳,正社員,講師・先生)



•一般企業と比較すると、園内部がわかりづらい。一旦採用され
ると異動がほとんどないために、人間関係がこじれやすく、修
復が難しいのではないだろうか。保育士は、一括りにされが
ちだが、経験値だけではない評価があっても良い。保育や幼児
教育の職場では、社会的な視野が狭いものが多いと感じる。

(50代,女性,愛知県外,高校生以上,嘱託職員)



まとめ

•保育士自身も母親

•家族がいても働ける制度


